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１【提出理由】

　連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生したため、金融商品

取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第19号の規定に基づき、本臨時報告書を

提出するものであります。

 

２【報告内容】

(1）当該事象の発生年月日

2025年８月１日

 

(2）当該事象の内容

特別利益（関係会社清算益）の計上

　当社は、2025年12月期第２四半期連結会計期間（2025年１月１日～2025年6月30日）において、当社の連結子会

社である昆山日セラ電子器材有限公司の清算結了に伴い、連結子会社範囲から除外するために当社の連結貸借対照

表上に計上されている為替換算調整勘定の取崩益などを関係会社清算益として特別利益に計上いたしました。

 

特別損失（減損損失）の計上

　当社は、2025年12月期第２四半期連結会計期間（2025年１月１日～2025年6月30日）において、当社が保有する

固定資産のうち、拠点集約など事業効率を目的とした用途の見直しや個々の物件単位にグルーピングしている資産

のうち、時価の著しい下落などにより収益性が低下した不動産について、「固定資産の減損に係る会計基準」に基

づき帳簿価額を回収可能価額まで減額し当該減少額を減損損失として特別損失に計上いたしました。

 

特別損失（システム障害対応費用）の計上

　当社は、2025年12月期第２四半期連結会計期間（2025年１月１日～2025年6月30日）において、2025年４月５日

に発生したランサムウェア感染被害によるシステム障害に係る外部専門家への調査依頼並びにコンサルタント費

用、システムの復旧作業等の費用をシステム障害対応費用として特別損失に計上いたしました。

 

(3）当該事象の連結損益に与える影響額

特別利益（関係会社清算益）の計上

　当該事象により、2025年12月期第２四半期連結会計期間（2025年１月１日～2025年6月30日）において、関係会

社清算益3,445百万円を特別利益として計上いたしました。

 

特別損失（減損損失）の計上

　当該事象により、2025年12月期第２四半期連結会計期間（2025年１月１日～2025年6月30日）において、減損損

失513百万円を特別損失として計上いたしました。

 

特別損失（システム障害対応費用）の計上

　当該事象により、2025年12月期第２四半期連結会計期間（2025年１月１日～2025年6月30日）において、システ

ム障害対応費用37百万円を特別損失として計上いたしました。

 

 

 

以　上
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